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２
０
１
７
年
２
月
７
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
、
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
創
設
し
た
「
水
田
三
喜
男
記
念
国
際

賞
」
を
、
伊
藤
若
冲
ら
江
戸
時
代
の
日
本
絵
画
の
再

評
価
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
財
団
「
心
遠
館
」

館
長
、
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
氏
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

創
立
者
の
水
田
三
喜
男
（
１
９
０
５
～
１
９ 

７
６
）
は
戦
後
復
興
に
力
を
注
ぎ
、
経
済
成
長
の
実

現
や
日
本
の
国
際
社
会
で
の
地
位
向
上
な
ど
に
努
め

る
一
方
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
や
私
学
助
成
等

に
尽
力
し
教
育
振
興
に
情
熱
を
傾
け
ま
し
た
。「
学

問
に
よ
る
人
間
形
成
」
を
目
標
に
１
９
６
５
年
に
設

立
さ
れ
た
の
が
、
城
西
大
学
で
し
た
。
水
田
三
喜
男

記
念
国
際
賞
は
、
こ
う
し
た
創
立
者
の
日
本
の
復

興
・
発
展
に
尽
く
し
た
事
跡
に
思
い
を
致
す
と
と
も

に
、
そ
の
精
神
を
体
し
て
、
著
作
あ
る
い
は
実
践
行

動
に
お
い
て
、
日
本
経
済
・
社
会
・
文
化
の
活
性

化
・
発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
し
て
き
た
方
を
顕
彰
す
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る
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
氏
は
１
９
２
９
年
、
米
オ
ク

ラ
ホ
マ
州
生
ま
れ
。
87
歳
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
工
学

部
を
卒
業
後
、
父
親
の
会
社
で
技
師
と
し
て
勤
務
。

１
９
５
５
年
ご
ろ
か
ら
日
本
の
絵
画
の
収
集
を
始
め
ま

し
た
。
１
９
６
３
年
に
初
来
日
、
そ
の
後
、
妻
と
な
る

悦
子
夫
人
と
知
り
合
い
、
夫
人
の
助
け
も
受
け
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
１
９
８
１
年
に
財
団

「
心
遠
館
」
を
設
立
。
１
９
８
８
年
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
部
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
美
術
館

に
寄
託
さ
れ
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
日

本
美
術
館
）」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
氏
の
収
集
は
個

人
で
は
最
大
の
若
冲
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
と
も

に
、
世
界
有
数
の
江
戸
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
長
い
間
、
研
究
者
た
ち
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

江
戸
時
代
の
個
性
的
な
画
家
た
ち
を
発
掘
し
た
だ
け
で

な
く
、
日
本
に
お
け
る
様
々
な
展
覧
会
に
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
作
品
を
積
極
的
に
貸
し
出
す
な
ど
、
近
年
の

〝
若
冲
ブ
ー
ム
〟
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
活
動

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念
国
際
賞
授
賞
式
を

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催

日
時
：
２
０
１
７
年
２
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

選考委員の方々らとの記念撮影

学生のインタビューに笑顔で答えるプライス夫妻
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授
賞
式
に
は
、
選
考
委
員
長
の
米
倉
弘
昌
・
日
本

経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
や
選
考
委
員
の
青
柳
正

規
・
前
文
化
庁
長
官
、
行
天
豊
雄
・
元
財
務
官
、
杉

田
亮
毅
・
元
日
本
経
済
新
聞
社
社
長
の
方
々
を
は
じ

め
、
来
賓
の
方
々
、
本
学
の
教
職
員
ら
約
１
０
０
人
が

出
席
。
小
野
元
之
理
事
長
代
理
が
「
プ
ラ
イ
ス
先
生

は
、
日
本
文
化
を
世
界
に
広
め
て
い
た
だ
い
た
日
本
人

に
と
っ
て
は
恩
人
で
あ
り
ま
す
。
第
１
回
目
の
受
賞
者

に
プ
ラ
イ
ス
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
選
考
委
員
を
代
表
し
て
水

田
宗
子
理
事
は
「
戦
後
の
復
興
と
国
際
社
会
で
評
価

を
高
め
る
の
が
創
立
者
の
大
き
な
目
的
だ
っ
た
。（
併

せ
て
）
文
化
を
大
切
に
す
る
大
学
の
趣
旨
か
ら
、
今

回
の
授
賞
は
水
田
三
喜
男
の
気
持
ち
と
志
を
反
映
し

た
も
の
で
、
創
立
者
も
喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
水
田
理
事
か

ら
プ
ラ
イ
ス
夫
妻
に
賞
状
や
賞
金
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ス
氏
は
プ
レ
ス
と
の
会
見
で
授
賞

に
つ
い
て
、「
ナ
イ
ス
、
ハ
ッ
ピ
ー
」
と
笑
顔
で
応
え
、

若
冲
絵
画
と
の
出
会
い
や
収
集
に
触
れ
「
私
は
若
冲

と
と
も
に
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
」
な
ど
と
語
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
に
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
と
し
て
被
災
３
県
で
開
い
た
巡
回
展
に
つ
い

て
、「『
あ
り
が
と
う
』
な
ど
の
メ
モ
を
書
い
た
り
、
涙

を
流
し
な
が
ら
作
品
を
観
る
の
が
、
若
い
人
た
ち
で

あ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
前
の
都
内
の
展

覧
会
で
も
若
者
た
ち
が
床
に
ど
っ
か
り
座
っ
て
作
品
を

観
て
、
涙
を
流
し
て
い
た
ん
で
す
。
つ
い
に
若
い
人
た

ち
が
江
戸
絵
画
を
理
解
す
る
時
が
来
た
ん
だ
と
感
動

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
に
お
け
る
若
冲
ブ
ー

ム
の
立
役
者
で
プ
ラ
イ
ス
夫
妻
と
も
親
交
の
深
い
辻

惟
雄
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
と
国
際
浮
世
絵
学
会
会

長
の
小
林
忠
・
岡
田
美
術
館
館
長
が
お
祝
い
の
ス

ピ
ー
チ
。
悦
子
夫
人
は
挨
拶
で
半
世
紀
前
の
プ
ラ
イ

ス
氏
と
辻
氏
の
出
会
い
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
紹
介
す
る

な
ど
し
て
「
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
コ
レ
ク
タ
ー
、

辻
先
生
は
学
者
、
小
林
先
生
は
そ
の
一
番
弟
子
。

我
々
は
、
あ
る
こ
と
を
成
す
た
め
の
同
志
。
一
生
、

離
れ
ら
れ
な
い
日
本
美
術
史
に
お
け
る
貴
重
な
チ
ー

ム
」
と
述
べ
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、プ
ラ
イ
ス
夫
妻
に
は
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ

ア
学
部
の
学
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
笑
顔
で
快
く

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
悦
子
夫
人
は
、
被
災
３
県

で
の
巡
回
展
に
つ
い
て
「
高
校
生
ま
で
無
料
だ
っ
た
の
で
、

毎
日
来
て
く
れ
た
野
球
少
年
た
ち
な
ど
、
今
ま
で
美
術

館
に
来
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
観
覧
者
だ
っ
た
。

そ
れ
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
坂
戸
市
）
の
清
光
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。

山
口
泰
明
衆
院
議
員
や
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
大
使
館

の
小
菅
淳
一
大
使
ら
来
賓
の
方
々
は
じ
め
、
ホ
ー
ル

を
埋
め
た
地
域
の
方
々
や
教
職
員
の
ほ
か
、
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
や
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
国

際
大
学
（
千
葉
県
東
金
市
）
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
学
生
た
ち
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
昨
年
５
月
21
日
の

元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ

ハ
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
を
皮
切

り
に
、
６
月
13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授

の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）

氏
▽
７
月
９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小

林
誠
氏
▽
７
月
10
日
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表
取
締

役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
鈴
木
敏
夫
氏
▽
10
月
１
日
の

日
本
経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
の
米
倉
昌
弘
氏
▽

11
月
21
日
の
国
際
浮
世
絵
学
会
会
長
の
小
林
忠
氏
▽

12
月
４
日
の
米
国
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
映
画

テ
レ
ビ
学
部
長
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｍ
・
デ
イ
リ
ー

（Elizabeth M
. D

aley

）
氏
▽
今
年
６
月
15
日
の
前

文
化
庁
長
官
の
青
柳
正
規
氏
―
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。安
倍
氏
は
９
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
倍
氏
は
、
１
９
６
２
年
東
京
生
ま
れ
。
１
９ 

８
７
年
に
安
倍
晋
三
氏
と
結
婚
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
後
に
山
口
県
下
関
市
で
無
農
薬
の

コ
メ
作
り
を
手
掛
け
、
２
０
１
２
年
に
は
東
京
・
神

田
に
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
使
っ
た
居
酒
屋
「
Ｕ
Ｚ
Ｕ

（
う
ず
）」
を
開
店
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
寺
子
屋
へ
の
支
援
や
女
性
の
た
め
の
Ｕ
Ｚ
Ｕ

の
学
校
な
ど
教
育
や
食
の
振
興
に
力
を
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
10
月
26
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
夫
人
、
安
倍
昭
恵
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
女
性
活

躍
社
会
に
向
け
て
」
を
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水
田
三
喜
男
記
念 「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
、安
倍
昭
恵
氏
を
招
い
た

講
演
会
を
城
西
大
学
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
26
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ

ホールを埋めた人たちが聴き入りました

講演する安倍氏
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講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
安
倍

先
生
は
総
理
を
支
え
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
女
性
と
し
て
様
々
な
こ
と
を
積
極
的
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
に
向
け
て
、
地
域

の
人
に
向
け
て
、
そ
し
て
何
よ
り
女
た
ち
に
向
け

て
、
お
話
を
い
た
だ
け
る
と
う
け
た
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

安
倍
氏
は
「
色
々
な
才
能
を
持
っ
て
輝
い
て
い
る

女
性
を
見
る
と
羨
ま
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
与
え
ら
れ

た
使
命
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

の
役
割
は
人
を
繋
げ
て
い
く
こ
と
。
人
生
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
〝
ご
縁
〟」
と
講
演
を
切
り
出
し
ま

し
た
。「
第
２
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
」
と
し
て
、
50

歳
で
結
婚
25
年
目
の
２
０
１
２
年
に
開
店
し
た
「
Ｕ

Ｚ
Ｕ
」
に
触
れ
、
店
名
は
、
天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら

す
お
お
み
か
み
）
を
天
の
岩
屋
戸
（
い
わ
ど
）
か

ら
誘
い
出
し
た
天
鈿
女
命
（
あ
ま
の
う
ず
め
の
み

こ
と
）
に
由
来
す
る
と
紹
介
。「
女
性
た
ち
が
殻
を

破
っ
て
伸
び
伸
び
と
女
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
生
か
し

て
社
会
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
の

天
の
岩
屋
戸
開
き
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
「
今
ま
で
に
あ
る
も
の

だ
け
を
受
け
継
い
で
い
て
は
ダ
メ
な
時
代
。
今
ま
で

に
な
い
感
性
、
感
覚
を
取
り
入
れ
て
、
色
々
な
も
の

が
混
ざ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
渦
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
社
会
が
生
ま
れ
る
の
で
は
」
と
も

語
り
ま
し
た
。

　

２
度
目
の
総
理
夫
人
に
つ
い
て
は
「
権
力
の
中
枢

に
は
届
か
な
い
声
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。『
家
庭
内
野
党
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
主
人
は
日
本
国
民
み
ん
な
の
総
理
大

臣
。
違
う
考
え
方
の
人
た
ち
の
意
見
も
主
人
に
届
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
。
最
後
に
東
日
本

大
震
災
の
復
興
事
業
で
大
規
模
な
防
潮
堤
の
建
設
が

進
む
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、「
縦
割
り
（
行
政
）
の

弊
害
を
変
え
て
い
け
る
の
は
、
女
性
の
力
で
は
な
い

か
。
女
性
の
活
躍
と
い
っ
て
も
男
性
に
取
っ
て
代
わ

る
の
で
は
な
く
、
女
性
は
女
性
で
出
来
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
時
間
を
有
意
義
に
使
う
方
法

は
」
な
ど
と
の
学
生
の
質
問
に
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

て
お
答
え
に
な
り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
11
月
１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

製
作
し
た
城
西
国
際
大
学
（
千
葉
県
東
金
市
）
と
韓

国
釜
山
市
の
東
西
大
学
と
の
日
韓
合
作
映
画
『
コ
ッ

チ
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
の
試
写
会
を
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。
試
写

会
に
は
東
西
大
学
の
張
済
国
総
長
も
お
見
え
に
な

り
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
教
職
員
や
学

生
ら
約
１
６
０
人
が
鑑
賞
し
て
、
映
画
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　

学
術
交
流
協
定
を
結
ぶ
両
大
学
に
よ
る
映
画
製

作
は
２
０
１
３
年
、
城
西
国
際
大
学
の
開
学
20
周

年
を
記
念
し
て
製
作
し
た
『
冬
の
花
火
』
に
続
き

２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
『
コ
ッ
チ
ば
あ

ち
ゃ
ん
』
は
、
１
９
３
０
年
代
に
韓
国
・
済
州
島

か
ら
千
葉
県
鴨
川
市
に
や
っ
て
来
た
海
女
と
、
そ

の
血
を
受
け
継
い
だ
日
本
の
女
子
大
学
生
と
釜
山

か
ら
の
留
学
生
と
の
出
会
い
を
中
心
に
、
１
０
０

年
に
わ
た
る
家
族
の
つ
な
が
り
を
描
い
て
い
ま
す
。

映
画
製
作
の
準
備
は
２
０
１
５
年
の
10
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
20
世
紀
か
ら
の
約

１
０
０
年
の
日
韓
の
近
代
史
を
学
び
、
何
本
も
の
参

考
作
品
を
研
究
。
今
年
４
月
か
ら
、
東
西
大
学
と

サ
テ
ラ
イ
ト
会
議
を
行
い
な
が
ら
物
語
を
検
討
し
、

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。
監
督
を
担
当

す
る
城
西
国
際
大
学
４
年
生
の
中
川
冬
馬
さ
ん
の

シ
ナ
リ
オ
が
完
成
、
主
演
の
女
子
大
学
生
に
は
３

年
生
の
井
上
佳
奈
さ
ん
が
、
そ
し
て
留
学
生
役
に

は
東
西
大
学
の
キ
ム
・
ホ
ド
ン
さ
ん
が
決
定
。
主

演
の
コ
ッ
チ
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、『
雲
霧
仁
左
衛
門
』

（
１
９
７
８
年
・
五
社
英
雄
監
督
）
で
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
助
演
女
優
賞
を
受
賞
し
た
宮
下
順
子
さ
ん
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

韓
国
か
ら
は
９
名
の
学
生
が
参
加
、
一
行
は
８

月
２
日
に
来
日
し
、
撮
影
は
当
日
か
ら
12
日
ま
で
、

東
京
都
内
と
鴨
川
市
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
初
対
面
な
が
ら
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、

真
夏
の
熱
い
鴨
川
で
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

学
術
交
流
活
動

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

城
西
国
際
大
学
と
東
西
大
学
の
共
同
に
よ
る

日
韓
合
作
映
画
の
試
写
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流活動

歓迎をうけ、来学した張済国総長

8 月の撮影風景
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国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
、
水
田
所
長

は
「
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
詩
を
書
き
続
け
、
さ
ら

に
私
ど
も
を
驚
嘆
さ
せ
、
う
な
ら
せ
る
作
品
を
書
い

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
賞
に
よ
っ
て
日
本
の
現
代

詩
に
一
つ
の
新
た
な
方
向
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
挨
拶
。
選
考
委
員
を
務
め
た
詩
人
の
高

橋
睦
郎
、
平
田
俊
子
、
野
村
喜
和
夫
の
３
氏
が
講

評
。
高
橋
氏
は
「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
刺
激
を
受
け
ま

し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
奨
励
賞
５
名
、
佳
作
７
名

に
賞
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
、
作
品
「
シ
ネ
ポ
エ
ム
」

で
奨
励
賞
に
輝
い
た
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
の

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ン
パ
ー
ナ
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）
が

受
賞
者
を
代
表
し
て
「
国
の
間
の
壁
が
作
ら
れ
て
い

る
時
代
に
も
、
新
た
な
詩
的
な
道
が
切
り
開
か
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
詩
の
道
を
歩
み
続
け
て
精
進
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
出
席
し
た
受
賞
者
に
よ
る
詩
の
朗
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水田所長と奨励賞受賞者水田所長と佳作受賞者

代表挨拶の後、朗読するカンパーナさん

　

試
写
会
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
が
「
張
総
長

に
は
お
忙
し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、

私
た
ち
と
一
緒
に
映
画
を
見
る
機
会
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
皆
さ
ん
も
こ
の
映
画

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
観
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
。
鴨
川
市
の
長
谷
川
孝
夫
市
長
の

代
理
と
し
て
駆
け
付
け
た
黒
野
雅
典
・
教
育
委
員

会
生
涯
教
育
課
長
も
「
鴨
川
を
舞
台
に
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
に
も
鑑
賞
の
機
会
を
設
け
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

約
44
分
の
試
写
会
後
、
張
総
長
は
「
本
当
に
学
生

の
皆
さ
ん
が
つ
く
っ
た
映
画
な
の
か
と
思
う
ほ
ど
、

脚
本
、
演
者
含
め
て
全
て
が
非
常
に
良
か
っ
た
。
日

韓
合
作
と
い
う
こ
と
で
、
お
互
い
の
文
化
や
歴
史
、

習
慣
、
考
え
方
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
で
は
、
お
互
い
の
文
化
を
融

合
し
た
文
化
で
な
い
と
長
持
ち
し
な
い
と
思
う
。
城

西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
と
東
西
大
学
と
は
兄
弟
関

係
の
大
学
。
今
後
も
色
々
な
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

試写会の様子

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
２
０
１
７
年
１
月
27
日
、

日
本
で
学
ぶ
留
学
生
を
対
象
に
し
た
詩
歌
賞
「
帰
路

賞
」
の
授
賞
式
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

棟
で
開
き
ま
し
た
。
本
学
は
一
昨
年
12
月
、
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。

帰
路
賞
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
創
設
し
ま
し
た
。
思
潮
社
の
協
賛
、
毎
日
新
聞
社

と
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
社
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

賞
の
名
称
は
、
詩
人
で
も
あ
る
水
田
宗
子
・
同
セ

ン
タ
ー
所
長
の
詩
集
「
帰
路
」
に
ち
な
み
ま
し
た
。

日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
（
大
学
生
・
高
校
生
、

年
齢
不
問
）
が
対
象
で
、
昨
年
７
月
か
ら
11
月
ま
で

募
集
期
間
中
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
学
ぶ
留
学
生
を
対
象
に
し
た

詩
歌
賞
「
帰
路
賞
」
の
授
賞
式
を

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催

日
時
：
２
０
１
７
年
１
月
27
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流活動
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ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ン
パ
ー
ナ
さ
ん
以
外
の
受
賞

者
と
作
品
、
所
属
、
国
籍
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

　
【
奨
励
賞
】
ヨ
ー
ナ
ス
・
エ
ン
ゲ
ス
ヴ
ィ
ー
ク

「
ク
ラ
イ
ン
の
壷
」
城
西
国
際
大
学
人
文
科
学
研

究
科
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
▽
ト
ル
バ
ラ
・
ア
デ
リ
ナ

「
百
万
本
の
バ
ラ
の
街
」
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア

学
部
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
▽
青
竹
（
本
名
・
羅
麗
傑
）

「
水
」
城
西
国
際
大
学
人
文
科
学
研
究
科
（
中
国
）

▽
肖
博
倫
「
雪
が
あ
さ
っ
て
に
降
る
と
い
う
こ
と

だ
」
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
（
中
国
）

　
【
佳
作
】
ネ
ー
メ
ト
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
ン
「
幽
霊
」

城
西
大
学
経
営
学
部
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
▽
陳
璇
「
巨

人
の
足
跡
」
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
（
中
国
）
▽

バ
ン
ズ
ィ
・
ア
ニ
タ
「
星
空
」
城
西
国
際
大
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
▽
黄
暁
双
「
曼
珠
沙

華
」
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
（
中
国
）
▽
劉
沐

暘
「
空
へ
落
ち
る
」
城
西
国
際
大
学
人
文
科
学
研
究

科
（
中
国
）
▽
屠
沖
「
カ
プ
リ
ッ
チ
オ
」
東
京
ワ
ー

ル
ド
日
本
語
学
校
（
中
国
）
▽
陳
璐
「
風
」
東
京
外

国
語
大
学
（
中
国
）

順
）。

●
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
（Lars V

argö

）
氏
＝

前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
・
俳
人

●
北
島
（Bei D

ao

）
氏
＝

中
国
・
第
７
回
賞
受
賞
者
・
詩
人

●
谷
川
俊
太
郎
氏
＝
詩
人

●
文
貞
姫
（M

oon Chung-hee

）
氏
＝

韓
国
・
第
５
回
賞
受
賞
者
・
詩
人

●
高
橋
睦
郎
氏
＝
詩
人

●
イ
ー
・
ニ
ー
氏
（Y

 N
hi

）
氏
＝

ベ
ト
ナ
ム
・
第
８
回
賞
受
賞
者
・
詩
人

●
水
田
宗
子
氏
＝

第
６
回
チ
カ
ダ
賞
受
賞
者
・
詩
人

●
吉
増
剛
造
氏
＝
詩
人

　

金
子
氏
と
楊
牧
（Y

ang M
u

）
氏
（
台
湾
・
第

９
回
賞
受
賞
者
・
詩
人
）
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
モ
デ
レ
ー
タ
は
、
本
学
の

国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
の
田
原
（T

ian Y
uan

）
副

セ
ン
タ
ー
長
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
の

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ス
ミ
ス
（Jordan Sm

ith

）
准
教

授
、
ヴ
ァ
リ
エ
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

午
前
の
冒
頭
、
水
田
氏
は
開
会
挨
拶
で
「
チ
カ
ダ

賞
が
国
際
的
な
賞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
本
日
は
色
々
な
こ
と
を
深
く
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
来
賓
の
マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
（M

agnus 
Robach

）
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
が
「
歴
代
受

賞
者
を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
詩
は
重
要

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
時
代
だ
が
、
我
々
の
内
な

る
声
を
聴
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
挨
拶
。
チ
カ
ダ
賞

会
長
も
務
め
る
ヴ
ァ
リ
エ
氏
が
チ
カ
ダ
賞
創
設
の
経

緯
を
紹
介
し
、「
マ
ー
テ
ィ
ン
ソ
ン
は
生
命
に
対
す

る
希
望
を
蝉
で
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。
実
り
あ

る
興
味
深
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
チ
カ
ダ
賞
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
称
し
た
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
で
金
子
氏
は
「
チ
カ
ダ
賞

は
、
ま
さ
に
ア
ニ
ミ
ズ
ム
。
短
詩
型
文
学
の
担
ぎ
出

し
を
チ
カ
ダ
賞
が
や
っ
て
み
る
手
も
あ
る
。
そ
れ
で

日
本
人
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
え
る
ぐ
ら
い
の
人
が

出
て
く
る
と
面
白
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
氏
と
谷
川
氏
に
よ
る
「
生
命
の
尊

厳
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

対
談
と
朗
読
に
移
り
、
谷
川
氏
は
「
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
金
子
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
、
全
て
の
も

の
に
神
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
、

人
間
を
超
え
た
命
に
関
す
る
思
想
。
日
本
の
ア
ニ

ミ
ズ
ム
の
伝
統
を
も
う
一
回
振
り
返
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。
北
氏
は
「
私
の
心
は

ず
っ
と
漂
泊
し
て
い
る
が
、
色
々
な
詩
人
に
出
会
っ

て
世
界
が
広
が
っ
た
。
一
匹
の
鳥
の
よ
う
に
世
界

の
辺
境
が
見
え
る
所
に
来
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。

挨拶するローバック大使

　

２
０
１
６
年
11
月
18
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
「
第
２
回
チ
カ
ダ
賞
記
念

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
政
府
が
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
東
ア
ジ
ア
の
詩

人
に
贈
呈
し
て
い
る
チ
カ
ダ
賞
に
ち
な
ん
だ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
２
０
１
４
年
６
月
７
日
の
第
１
回
に
続

く
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
の
国
際
学
術
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
と

思
潮
社
の
共
催
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
伊
國
屋
書
店
、

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
社
の

後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
外
を
含
め
た
歴
代
受

賞
者
を
は
じ
め
、
日
本
の
著
名
な
詩
人
の
方
々
が
登

壇
、「
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
論
議
を
深
め
ま
し
た
。
興
味
深
い
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
議
論
と
朗
読
に
詩
人
や
市
民
の
方
々
、
留

学
生
を
含
む
学
生
、
教
職
員
ら
約
１
６
０
人
が
聴
き

入
り
ま
し
た
。

　

チ
カ
ダ
賞
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
詩
人
で
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
の
ハ
リ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
ソ

ン
（H

arry M
artinson

）
の
生
誕
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
賞

の
名
前
は
、
１
９
５
３
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
ー
テ
ィ

ン
ソ
ン
の
詩
集
『
チ
カ
ダ
（〝
蝉
〟の
意
）』
に
由
来

し
ま
す
。
こ
の
詩
集
制
作
に
は
日
本
へ
の
原
爆
投

下
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
水
素
爆
弾
開
発
が
重

要
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
第
１
回
受
賞
者
は
詩

人
・
評
論
家
の
宗
左
近
氏
、
第
２
回
受
賞
者
は
俳

人
の
金
子
兜
太
氏
、
詩
人
で
も
あ
る
水
田
宗
子
氏

は
２
０
１
３
年
に
第
６
回
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
壇
者
は
、
以
下
の
方
々
で
し
た
（
登
壇

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
２
回
チ
カ
ダ
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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午
後
は
、
文
氏
と
高
橋
氏
に
よ
る
対
談
と
朗
読

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
の
ち
の
尊
厳
」
に
加
え
、
文
氏

と
水
田
氏
、
北
氏
、
イ
ー
氏
に
よ
る
座
談
会
「
詩
と

現
実
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
橋
氏
が
「
本
来
、
詩

歌
は
女
性
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
の

に
対
し
、
文
氏
も
「
全
て
の
詩
人
は
根
本
的
に
女
性

で
あ
る
。
男
性
詩
人
も
女
性
性
に
よ
る
も
の
」
と
応

え
ま
し
た
。
ま
た
詩
と
現
実
に
つ
い
て
、
水
田
氏
は

「
現
実
に
深
く
傷
つ
い
た
人
は
、
そ
の
傷
が
深
け
れ

ば
深
い
ほ
ど
ト
ラ
ウ
マ
と
長
く
向
き
合
う
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
、
イ
ー
氏
は
詩
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

関
係
に
つ
い
て
「
成
功
す
る
詩
は
、
読
者
が
ど
う
感

じ
る
か
で
あ
り
、
嘘
か
真
実
か
の
二
者
択
一
で
は
な

い
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
議
論
は
ボ
ブ
・
デ
ィ

ラ
ン
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
に
も
及
び
、
文
氏

が
「
戸
惑
っ
た
」
と
語
っ
た
の
に
対
し
、
水
田
氏
は

「
我
が
意
を
得
た
り
と
感
じ
た
」、
イ
ー
氏
も
「（
選

考
は
）
良
い
判
断
だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
吉
増
氏
と
イ
ー
氏
、
ヴ
ァ
リ
エ
氏
、
ス
ミ

ス
氏
、
水
田
氏
に
よ
る
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

朗読するイー氏

朗読する谷川氏 朗読する北氏

「詩と現実」のセッションの様子

　

前
文
化
庁
長
官
で
本
学
の
高
等
人
文
学
研
究
所
の

青
柳
正
規
特
任
所
長
に
よ
る
特
別
講
演
会
「
地
域

と
文
化
」
が
２
０
１
６
年
11
月
22
日
、
城
西
大
学

（
埼
玉
県
坂
戸
市
）
の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
清
光
ホ
ー

ル
で
、
ま
た
11
月
29
日
に
は
、
城
西
国
際
大
学
（
千

葉
県
東
金
市
）
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
水
田
記
念
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
青
柳
氏
は
６
月
15
日
、
清
光

ホ
ー
ル
で
水
田
三
喜
男
記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク

チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
自
然
・
人
間
そ
し
て
科

学
技
術
」
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
テ
ー
マ
を
替
え
た
今
回
の
特
別
講
演
を
日
本
人

学
生
や
留
学
生
、
教
職
員
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

青
柳
所
長
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
考
古
学
の
第
一

人
者
。
東
京
大
学
文
学
部
長
、
同
副
学
長
を
経
て

国
立
西
洋
美
術
館
館
長
、
文
化
庁
長
官
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士

院
会
員
。
２
０
０
６
年
紫
綬
褒
章
。
２
０
１
１
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
賞
受
賞
な
ど
受
賞
歴
多
数
。『
エ
ウ

ロ
ー
パ
の
舟
の
家
』『
古
代
都
市
ロ
ー
マ
』『
文
化
立

国
論
』
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

　

青
柳
所
長
は
講
演
で
「
日
本
は
生
産
資
本
や
人
的

資
本
、
自
然
資
本
で
測
る
一
人
当
た
り
の
豊
か
さ
は

ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
て
世
界
一
。
こ
れ
は
教
育
な
ど

に
よ
っ
て
人
的
資
源
を
充
実
さ
せ
て
き
た
た
め
で
、

こ
れ
か
ら
も
教
育
を
大
切
に
し
て
お
金
を
使
っ
て
い

か
な
い
と
、
豊
か
さ
を
将
来
に
持
ち
越
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
、
財
政
赤
字
と
人
口
減
少
に
よ
っ

て
豊
か
さ
が
徐
々
に
萎
む
傾
向
に
あ
る
」
と
日
本
が

置
か
れ
て
い
る
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で

「
充
実
し
た
生
活
に
よ
っ
て
幸
せ
を
感
じ
る
た
め
に

は
、
文
化
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
切
に

す
る
生
活
を
つ
く
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
」
と
指

摘
。
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
生
か
し
て
再
生
し

た
り
、
発
展
し
た
り
し
て
い
る
海
外
や
日
本
の
都
市

な
ど
多
く
の
例
を
挙
げ
、「
文
化
で
何
か
を
や
ろ
う

と
す
る
時
に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
が
ど
ん
な
特
徴

を
持
っ
て
い
る
所
な
の
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

前
文
化
庁
長
官
・
青
柳
正
規
特
任
所
長
に
よ
る
特
別
講
演
会

「
地
域
と
文
化
」を
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
清
光
ホ
ー
ル
、

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
水
田
記
念
ホ
ー
ル
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
22
日
、11
月
29
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
、城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
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ト
ナ
ム
戦
争
に
も
触
れ
、
戦
争
に
お
い
て
弱
者
が
差

別
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
思
い
が
今
の
自
分
の

研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
も

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
留
学
生

か
ら
の
、
自
分
の
先
祖
は
字
の
読
み
書
き
が
で
き

な
か
っ
た
ら
し
く
何
の
記
録
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ル
ー
ツ
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
ど
う
し

た
ら
自
分
の
先
祖
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
シ
ャ
ロ
ウ
教
授
は
教

会
に
行
け
ば
昔
か
ら
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

教
会
に
行
っ
て
調
べ
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

い
か
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
フ
ェ

終
了
後
に
も
大
勢
の
学
生
が
シ
ャ
ロ
ウ
教
授
を
取

り
囲
み
、
質
問
を
し
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

城
西
大
学
の
講
演
の
最
後
に
、
青
柳
所
長
は

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
文
化

庁
が
、
日
本
の
津
々
浦
々
の
祭
り
や
踊
り
、
演
劇

な
ど
を
集
積
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
作
り
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化

の
祭
典
で
も
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
後
に
は
、
そ

の
集
積
が
文
化
的
生
活
を
す
る
た
め
の
レ
ガ
シ
ー
、

遺
産
に
な
る
。
ぜ
ひ
若
い
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

２
０
２
０
年
の
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
、
文
化
を
盛

り
上
げ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
西
国
際
大
学
で
は
「
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
個
性
を
一
番
発
揮
で
き
る
仕
事
を
す

る
こ
と
が
、
日
本
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

講演する青柳正規所長

グローバル Café の様子

　

２
０
１
６
年
10
月
11
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
国
際
会
議
場

で
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
ポ
ー
ル
・
シ
ャ
ロ
ウ
教
授

を
招
い
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
学
生
や
教
職
員
ら
約
80
人
が

集
い
、
シ
ャ
ロ
ウ
教
授
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

シ
ャ
ロ
ウ
教
授
は
、
日
本
文
学
が
ご
専
門
で
、

現
在
は
平
安
時
代
の
宮
廷
の
漢
文
日
記
の
研
究
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
は
原
爆

文
学
、
江
戸
時
代
の
武
士
の
伝
統
、
東
ア
ジ
ア
に

つ
い
て
講
義
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
城
西
国

際
大
学
の
客
員
教
授
で
も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
江
戸
時
代
の
武

士
の
文
化
に
つ
い
て
の
講
義
を
担
当
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

今
回
は
「M

y Global Life

」
と
題
し
て
、
ド
イ

ツ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
こ
ら
れ

た
ご
先
祖
の
話
に
始
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ご
自

分
の
ル
ー
ツ
探
し
の
旅
で
の
体
験
談
を
写
真
を
使
い

な
が
ら
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ロ
ウ
教
授
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ

淡
江
大
学
創
立
66
周
年
記
念
式
典
に
出
席

　

２
０
１
６
年
11
月
６
日
、
本
学
姉
妹
校
で
あ
る
台

湾
淡
江
大
学
創
立
66
周
年
の
記
念
式
典
な
ら
び
に
学

長
会
議
に
水
田
宗
子
理
事
長
が
招
待
さ
れ
、
訪
問
い

た
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
学
生

に
よ
る
課
外
活
動
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
人
文
字
が

披
露
さ
れ
、
演
武
も
華
や
か
で
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
紹
謨
記
念
体
育
館
に
お
い
て
、
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
水
田
理
事
長
は
主
賓
と
し
て
、

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
折
、
こ
れ
ま
で
の
交

流
に
感
謝
を
込
め
、
学
長
で
あ
る
張
家
宜
（Chang 

Flora Chia-I

）
先
生
の
お
名
前
を
つ
け
た
新
種
の
薔

薇
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
花
好
き
で
知
ら
れ
る

張
先
生
と
淡
江
大
学
の
み
な
さ
ん
は
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
同
窓
生
、
学
生
が
多
く
集
う
中
、
音
楽
・

映
像
を
駆
使
し
て
の
式
典
で
、
寄
付
者
へ
の
お
礼
も
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

が
あ
り
、
図
書
館
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
を

見
学
、
書
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
ら
し
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
書
を
描
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
フ
ェ
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
11
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
台
湾
姉
妹
校
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
６
〜
８
日

場
所
：
淡
江
大
学
、台
湾
城
市
科
技
大
学
、台
湾
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午
後
に
は
、
学
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、「Inter 

nationalization of H
igher Education: N

ew
 

Initiatives and Strategies

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

発
表
と
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ロ
リ
ダ
工
科
大

学
、
南
京
航
空
・
航
天
大
学
、
東
京
外
国
語
大
学
、

マ
カ
オ
大
学
、
韓
国
忠
南
大
学
校
、
麗
澤
大
学
な
ど

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
、
各
国
の
事
情
も

鑑
み
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
今
後
の
戦
略
に
つ
い
て

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
は
、
台
北
か
ら
、
車
で
約
１
時
間

15
分
ほ
ど
離
れ
た
淡
江
大
学
蘭
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
を

見
学
。
蘭
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
主
任
（Provost

）
で

あ
る
林 

志
鴻
（Lin Jyh-H

orng

）
先
生
な
ら
び

にCollege of Global D
evelopm

ent

の
劉 

艾

華
（Liou A
y-H

w
a A

ndy

）
学
部
長
か
ら
、A

ll 
English

の
全
寮
制
学
部
の
概
要
と
学
生
た
ち
の
留

学
シ
ス
テ
ム
等
、
ま
た
こ
の
蘭
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
が

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
所
属
す
る
学
生

は
、
必
ず
１
年
間
は
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
台
湾
に
お
い
て
、
大
変

就
職
も
よ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

台
湾
城
市
科
技
大
学

表
敬
訪
問

　

そ
の
後
、
台
北
市
内
に
戻
り
、
台
北
城
市
科
技
大

学
の
鄭
逢
時
（Zheng Feng-Shi

）
理
事
長
、
連

信
仲
（Lien H

sin-Chung

）
学
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
本
学
と
の
長
年
の
交
流
を
取
り
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
民
生
学
部
長
（D

ean of H
um

an 
Ecology

）
の
黄
招
憲
（H

uang Jan-H
sien

）
先

生
に
配
慮
い
た
だ
き
、
大
学
執
行
部
な
ら
び
に
国
際

交
流
担
当
の
蘆
泓
汶
（Lu H

ung-W
en

）
先
生
も

同
席
し
、
今
後
の
両
学
の
交
流
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

交
流
を
深
め
る
た
め
、
日
本
語
コ
ー
ス
か
ら
本
学
へ

の
留
学
を
増
や
す
、
教
員
の
交
流
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
お
い
て
の
協
力
な
ど
、
よ
い
話
し
合
い
が

持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
か
ら
台
北
城
市
科
技
大

学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る
先
生
に
も
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
連
学
長
の
ご
案
内
で
、
台
北
城
市
科
技

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
。
実
務
に
力
を
置
い
た
施

設
、
学
生
た
ち
の
就
職
の
良
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
ま

た
、
民
生
学
部
の
美
容
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
、
音
楽
演
芸
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
実

際
の
教
室
を
視
察
し
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
台
北
の
一
流
ホ
テ
ル
で
あ
る
西
華
飯
店

や
圓
山
飯
店
で
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
も
、
い
つ
で
も
ご
紹
介
し
ま
す
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

２
０
１
６
年
11
月
８
日
に
は
、
第
９
回
チ
カ
ダ
賞

受
賞
者 

楊
牧
（Y

ang M
u

）
氏
（
台
湾
国
立
政
治

大
学
教
授
）
と
面
会
し
、
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
る

チ
カ
ダ
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

淡江大学フィールド　66 周年記念大会オープニングショーにて

鄭逢時 理事長（右から４番目）、連信仲 学長（左から４番目）

淡江大学蘭陽キャンパス見学

　

城
西
大
学
の
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
交
流
・
人
材
育
成

奨
励
制
度
」
の
も
と
に
な
っ
た
「
今
泉
記
念
ビ
ル

マ
奨
学
会
」（
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
）
と
今
泉
清
詞
会

長
（
93
）
が
今
年
度
の
「
埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
」

（「
未
来
へ
の
投
資
」
分
野
）
に
選
ば
れ
、
２
月
８

日
に
埼
玉
県
知
事
公
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
泉
会
長
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ビ
ル
マ
（
現

ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
従
軍
。
生
き
て
帰
れ
た
の
は
食

べ
も
の
な
ど
を
分
け
与
え
て
助
け
て
く
れ
た
当
地

の
人
た
ち
の
お
か
げ
と
し
て
、
私
費
を
投
じ
て
ミ
ャ

ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
に
対
す
る
支
援
を
続
け
て

い
ま
す
。
一
人
当
た
り
年
額
数
十
万
円
の
奨
学
金

を
19
年
間
で
１
７
８
人
に
支
給
。
支
援
を
受
け
た
留

学
生
の
う
ち
26
人
が
博
士
号
を
取
得
し
、
母
国
や
世

界
各
地
で
活
躍
。
現
在
も
同
国
で
図
書
館
建
設
、
寺

子
屋
で
の
英
語
教
育
支
援
な
ど
の
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学
会
に
埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞

日
時
：
２
０
１
７
年
２
月
８
日

場
所
：
埼
玉
県
知
事
公
館
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２
０
１
７
年
２
月
22
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
地
下
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）
＋
日
本
」

セ
ミ
ナ
ー
が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
諸
国
、
本
学
の
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
外
務

省
を
は
じ
め
、
16
カ
国
を
超
え
る
駐
日
各
国
大
使
館

員
、
各
大
学
の
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
本
学
関
係

者
、
学
生
、
有
識
者
ら
、
約
70
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
が
共
催
で
行
う
の
は
今
年
で

５
回
目
。
今
回
は
Ｖ
４
議
長
国
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
の
提
案
で
、「
移
民
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
、
本
学
を
代
表
し
て
小
野
元

之
理
事
長
代
理
の
開
会
挨
拶
の
後
、
滝
沢
求
外
務
大

臣
政
務
官
か
ら
日
本
政
府
を
代
表
し
て
の
挨
拶
、
そ

れ
に
続
き
、
議
長
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
し
て

ピ
ョ
ト
ル
・
シ
ョ
ス
タ
ッ
ク
臨
時
代
理
大
使
が
基
調

講
演
に
お
い
て
、
昨
年
は
、
Ｖ
４
発
足
25
周
年
と
い

う
歴
史
を
刻
ん
だ
年
で
し
た
が
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
Ｖ
４
諸
国
も
困
難
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
各
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
我
が
国
及
び
Ｖ
４
諸
国
か
ら
参
加

し
た
研
究
者
の
発
表
に
続
き
、
⑴
現
在
の
移
民
危

機
の
原
因
、
⑵
移
民
問
題
に
お
け
る
Ｖ
４
の
政

策
、
⑶
日
本
か
ら
見
た
移
民
問
題
に
つ
い
て
、
参

加
者
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
人
口
が
英
国
の
外
国
人

人
口
の
中
に
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
た
中

で
、
さ
ら
にBrexit

が
起
き
た
こ
と
で
、
東
欧
は

送
り
出
し
国
と
し
て
受
け
入
れ
国
の
政
治
的
反
発

を
招
い
て
い
る
と
い
う
問
題
の
指
摘
。
ま
た
、
東
・

中
欧
で
は
、「
難
民
」
で
は
な
く
「
移
民
」
と
し
て

お
り
、「
非
合
法
移
民
」
の
受
け
入
れ
を
正
式
に
認

め
ら
れ
る
立
場
に
な
く
、
こ
れ
は
、
日
本
の
置
か

れ
た
環
境
、
政
策
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ

の
意
味
で
も
非
常
に
意
義
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
学
は
昨
年
７
月
、
同
会
か
ら
の
多
額
の
寄
付
を

受
け
て
制
度
を
立
ち
上
げ
、
新
年
度
か
ら
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
留
学
生
に
奨
学
金
を
授
与
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
は
、
世
界
を
意
識
し
た
活

動
や
地
域
の
国
際
化
に
向
け
た
活
動
を
行
う
埼
玉

県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体
が
対
象
で
、

今
年
度
は
今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学
会
の
ほ
か
、
１

団
体
２
個
人
が
上
田
清
司
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
泉
会
長
は
「
受
け
た
ご
恩
の
万
分
の
一
の
さ

さ
や
か
な
ご
恩
返
し
の
活
動
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、

大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
日
本
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
の
友
好
親
善
に
一
層
努
力
し
て
、
こ
の

栄
誉
に
報
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。Ｖ

４（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）＋
日
本

移
民
問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
時
：
２
０
１
７
年
２
月
22
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

表彰式で上田知事（右から３人目）、今泉会長（左から３人目）と関係者

基調講演を行う滝沢求外務大臣政務官

基調講演を行うポーランドのショスタック臨時代理大使パネリストらによる記念撮影
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※
Ｖ
４
と
は
、
そ
し
て
本
学
と
の
関
係

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
４
カ
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協
力

関
係
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
を
目
的
と
し
た

協
力
の
枠
組
み
と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ

ル
ー
プ
」
を
形
成
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と

し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
カ
国
（
Ｖ
４
）」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｖ
４
諸
国
と
日
本
は
、
民
主

主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
、
自
由
及
び
市
場
経
済
と

い
っ
た
普
遍
的
価
値
及
び
原
則
を
共
有
す
る
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
安
全
保
障
、
経
済
、
科
学
技

術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に
お
い
て
も
ま
す
ま

す
協
力
を
深
め
て
い
ま
す
。「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し

て
、
外
務
省
が
経
済
、
環
境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
等
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
様
々
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る

な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
43
名
の
Ｖ
４
か
ら
の
学
生
が
城
西

大
学
、
城
西
国
際
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
チ
ェ
コ
語
も
教

え
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
が
創
立
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉

県
坂
戸
市
）
で
建
設
を
進
め
て
き
た
水
田
三
喜

男
記
念
館
と
新
薬
学
部
棟
が
完
成
。
２
０
１
７

年
３
月
28
日
、
竣
工
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
竣

工
式
に
は
近
隣
自
治
体
の
首
長
や
議
長
、
設
計

監
理
、
施
工
会
社
関
係
者
、
地
域
の
方
々
、
教
職

員
、
学
生
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
、
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

創
立
者
の
名
前
を
冠
し
た
水
田
三
喜
男
記
念
館

は
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
〝
城
西

の
丘
〟
の
麓
に
位
置
し
、
優
雅
な
ア
ー
チ
を
描
く
屋

根
は
丘
の
地
形
を
な
ぞ
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
上
２
階
建
て
約
１
８
０
０
㎡
。
講
堂
、
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
ル
ー
ム
な
ど
を
備

え
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
は
日
本
の
戦
後
史

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
創
立
者
・
水
田
三
喜
男
の
生

涯
と
大
学
の
歴
史
を
、
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
や
各
国

か
ら
の
勲
章
、
執
務
机
、
大
礼
服
な
ど
約
１
０
０
点

の
ゆ
か
り
の
品
々
や
写
真
、
映
像
で
再
現
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
新
薬
学
部
棟
は
地
上
９
階
地
下
１
階
の

約
１
万
２
０
０
０
㎡
。
キ
ャ
ン
パ
ス
南
東
端
に
位

置
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
目
印
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

し
て
も
機
能
し
ま
す
。
教
室
や
研
究
室
、
教
職
員

の
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
備
え
、
研
究
室
フ
ロ
ア
で

は
、
研
究
室
間
の
壁
を
設
け
ず
、
学
生
・
教
員
の

交
流
を
促
進
す
る
斬
新
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
神
事
の
後
、
水
田
三
喜
男
記
念
館
の
前

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
施
主
で
あ
る

小
野
元
之
理
事
長
代
理
は
挨
拶
で
「
城
西
大
学
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し

い
天
気
の
下
、
水
田
三
喜
男
記
念
館
と
新
し
い
城
西

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
薬
学
部
棟
の
竣
工

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
記
念
館
で
創

立
者
の
業
績
を
偲
び
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
ま
い
り

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
小
野
理
事
長
代
理
、
白
幡

晶
学
長
、
城
西
国
際
大
学
の
柳
澤
伯
夫
学
長
、
石
川

清
坂
戸
市
長
、
水
田
宗
子
理
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
内
覧
に
移
り
ま
し

た
。

水
田
三
喜
男
記
念
館
・
新
薬
学
部
棟
竣
工
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
７
年
３
月
28
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
強
化

ファウンダーズルームを内覧する参加者新薬学部棟実習室を内覧する参加者

テープカットする小野理事長代理や白幡学長ら
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直
会
で
は
、
小
野
理
事
長
代
理
に
続
い
て
水
田
理

事
が
挨
拶
で
「
50
周
年
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
ま
た
新

し
い
一
歩
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
城
西
の
発
展

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
造
っ
て
い
た
だ

き
、
創
立
者
も
さ
ぞ
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
白
幡
学
長
が
「（
こ
の

二
つ
の
）
美
し
い
建
物
を
つ
か
っ
て
学
生
主
体
の
教

育
を
実
現
す
る
こ
と
と
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
に
全
学
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
」
と

述
べ
て
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
設
計
監
理
者
で
あ
る
建
築
家
の
阿
部

仁
史
・
阿
部
仁
史
ア
ト
リ
エ
代
表
取
締
役
と
山
本

茂
義
・
久
米
設
計
取
締
役
常
務
執
行
役
員
、
施
工

者
の
浦
進
悟
・
大
林
組
専
務
執
行
役
員
東
京
本
店

長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阿
部
氏
は
「
新

薬
学
部
棟
は
今
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
い

く
う
え
で
の
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン
の
道
し
る
べ
の
よ

う
な
も
の
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、

「
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
を
ど
う
結
ん
で
い
く
か

が
、
ど
の
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
。
記
念

館
は
大
学
と
地
域
、
国
際
的
な
活
動
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
大
き
く
役
立
つ
だ
ろ
う
と
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
来
賓
の
方
々
の
中
か
ら
、
藤
縄
善
朗
・
鶴
ヶ
島

市
長
、
石
井
寛
・
坂
戸
市
議
会
議
長
、
古
川
浩
一
・

千
葉
県
東
金
市
副
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
３
月
を
も
っ
て
退
任
し
た
柳
澤
学
長
が

「
50
周
年
記
念
事
業
を
飛
躍
台
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
50
年
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
、
本
日
ご
参
列
の
皆
さ

ま
方
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
心
よ
り
お
願
い
し
た

い
」
と
手
締
め
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
竣
工
式
に
合
わ
せ
て
、
水
田
美
術
館

で
は
、
長
く
城
西
大
学
の
専
務
理
事
を
務
め
創

立
者
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
洋
画
家
の
橋
本
博
英
氏

（
１
９
３
３
～
２
０
０
０
）
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
確
か
な
デ
ッ
サ
ン
力
を
基
に
色
彩
の
対
比

調
和
と
秩
序
立
て
た
構
図
で
、
対
象
を
画
面
の
中
に

再
構
築
さ
せ
る
絵
画
表
現
を
開
拓
し
続
け
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
学
校
法
人
が
所
蔵
・
管
理
す

る
作
品
と
個
人
所
蔵
の
作
品
合
わ
せ
て
36
点
を
前
期

（
５
月
２
日
ま
で
）
と
後
期
（
５
月
９
日
～
６
月
17

日
）
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

●周辺図


